
第６回 応用数学 I演習 

復習問題 

 

1. 以下に示す連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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2. 以下に示す連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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3. 以下に示す連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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4. 次の連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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5. 次の連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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式(1)より 
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第２式を 1y でまとめると 22
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となり、この式を第１式に代入すると 
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式(2)の特性方程式は 0122   となり、その解は 1 となり、式(2)の解

は 

   xxx exCCxeCeCy 21212   (3) 

となる。 
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となる。ゆえに、式(1)の一般解は 
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2. 以下に示す連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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211 ' yyy    212 3' yyy    (1) 第一項を 2y でまとめると 

 112 ' yyy    (2) 

となり、式(2)を式(1)の第二項に代入すると 

    11111 '3'' yyyyy    (3) 

となり、式(3)の 1y を yに変えて、式を書き直すと 

 04'4"  yyy   (4) 式(4)を解き、 yを 1y に戻すと 
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式(1)の第一項に式(5)を代入すると 
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となる。以上をまとめると、式(1)の解は、 

   xexCCy 2

211   

    xexCCy 2

212 1  となる。 
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3. 以下に示す連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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一方の従属変数を消去することによって求める。 
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与えられた方程式の式(1)を y2について解くと 

 211' yyy    112 ' yyy    (3) 

式(3)を式(2)に代入して変数 y2を消去すると 

    11111 '3'' yyyyy   

 11111 3'3'" yyyyy   

 04'4" 111  yyy  

これは定数係数２階線形微分方程式なので、その特性方程式の解は 

   0244
22    より、 2 となる。よって、一般解は 
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この一般解を(3)に代入すると 
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与えられた方程式の一般解は 
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  （C1, C2は任意定数）となる。 



第６回 応用数学 I演習 

復習問題 

 

4. 次の連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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5. 次の連立微分方程式の一般解を求めよ。 
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一方の従属変数を消去することによって求める。 
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与えられた方程式の式(1)を y2について解くと 
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式(3)を式(2)に代入して変数 y2を消去すると 
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これは定数係数２階線形微分方程式なので、その特性方程式の解は 

    011222  ii   

より、 i1 となる。 

よって、一般解は 

 xeCxeCy xx sin'cos' 211    （C’1, C’2は任意定数） 

この一般解を(3)に代入すると 
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ここで、C’1, C’2を改めて 2C1, 2C2とすれば、与えられた方程式の一般

解は 
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 （C1, C2は任意定数） 

となる。 

 


